
　　　　

リエネ東松山バイオマス発電所

剪定枝（せんていし）とは、木の生育や樹形の管理のために切りそろえられた枝の切りくずのこ

とです。今まで焼却処分され有効活用されていなかった剪定枝を発電の燃料として利用すること

で、廃棄によるコストの削減と資源のリサイクルによって、持続可能な循環型社会を実現しま

す。

地域のエネルギー産業による地域経済と生産活動の活性化を実現

リエネ東松山バイオマス発電所は、剪定枝を燃料としたバイオマス発電所（約2千kW）です。
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